
要領、ガイドライン、手引き間の記載事項比較表

北海道開発局版 東北地整版 北陸地整版 中国地整版 四国地整版 九州地整版

発注図面
特記仕様書
工事打合せ簿
施工計画書
完成図面
工事写真
工事履行報告書
段階確認書
品質管理資料
出来形管理資料

発注図面
特記仕様書
工事打合せ簿
施工計画書
完成図面
工事写真
工事履行報告書
段階確認書

納品要領（案）にプラスし
て

工事数量総括表を
DRAWINGS/SPECに

工事完成調書
関係官庁協議資料
近隣協議資料を
打合せ簿として追加

イメージアップ関
係書類、高度技
術・創意工夫・社
会性等に関する実
施状況を
MEET/ORGに

工事完成調書、出
来形管理は含ま
れない

施工計画書
品質管理
出来形管理
工事写真
完成図

上記以外は紙

書類ごとに詳しい
対応を標記。
電子納品物チェッ
クリストの電子納
品を求めている。

打合せ簿－鑑 電子化して納品
押印付き鑑をスキャニン
グにより電子化

記述なし

公印書類（鑑） 電子化＋紙 電子化＋紙 紙 記述なし

公印書類(添付資料) 紙 電子化または紙 記述なし

電子化（押印付の書類を
スキャニングしてＰＤＦに
したもの）

記述なし

相手の押印のあるもの
は紙でも提出

私印書類(添付資料) 電子化 電子化または紙 記述なし

ＣＡＤ製図基準に準拠し
ない図面を受領した場合
は紙

受発注者協議で必要と
判断された場合のみ完
成図面オリジナルファイ
ルを
「DRAWINGF/OTHRS」
フォルダに格納して提
出。ただし工事管理ファ
イルには定義しない。

作成途中段階でのデータ
のやりとりはＳＦＣ形式を
利用できる。
その他の形式の場合は
協議による。

基本的にオリジナ
ルデータで提出。
相手方の押印が
ある場合は紙で提
出

発注図面が紙の
場合や受領した
CADデータに不具
合がある場合は完
成図面の電子納
品は不要（紙で納
品）。CAD製図基
準（案）に準拠して
いない場合はCAD
製図基準（案）に
準拠させる必要は
なく、発注図の形
式で完成図を作成
する。

紙を原則。
電子化は、捺印し
た物をスキャニン

グ

電子化は捺印なし
紙で捺印したもの

を提出

押印が必要な書
類はすべて紙。た
だし私印のみの書
類等は発注者指
示でオリジナル
データ（押印なし
の文書データっま
たはスキャニング
でPDF化）を電子
納品する場合があ
る。

パターン1
SXF→SXF

パターン2
任意CAD→SXF

パターン3
紙→スキャン
(PDF)

パターン4
紙→紙

四国地整は原則
パターン1

記述なし

納品対象書類・図面

図面ファイル

電子化

ＣＡＤ製図基準に
従った図面を受
領した場合は電
子納品
紙の場合は紙で
納品

ガイドライン（案） 関東地整版
　→　関東地整と異なる点を記載

2005年6月　ＣＩＣ　建設情報化協議会

私印書類（鑑）

打合せ簿
の取扱い方

比較項目 納品要領（案）
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比較項目 納品要領（案）

文書 記述なし

施工計画書は一
太郎（Ver12以
下）・ワード（2002
以下）・エクセル
（2002以下）で作
成、納品時はPDF
も可。

一太郎　Ｖｅｒ.9
Ｗｏｒｄ　97
Ｅｘｃｅｌ　97
Ａｃｒｏｂａｔ　Ｖｅｒ.5

ＣＡＤ図面
SXF対応（OCF検
定合格製品を推
奨）

ＳＦＸ対応（OCF検
定合格製品の使
用を指示）

写真 指定なし
ＪＰＥＧもしくは
ＴＩＦＦ（Ｇ４）

発注図面 ＣＡＤ基準による ＳＸＦ

特記仕様書

打合せ簿

施工計画書
一太郎・ワード・エ
クセル・PDF

完成図面 ＣＡＤ基準による ＳＸＦ

SXFで受領→SXF
DWGで受領→
DWG
DXFで受領→DXF
その他→可能な形
式

工事写真ファイル 写真基準による ＪＰＥＧ JPEG

参考図ファイル ＪＰＥＧ/ＴＩＦＦ 記述なし

工事履行報告書

段階確認書

工事番号

工事番号、工事名称、作
成年月、発注者名、請負
者名、枚数、ウイルス
チェックに関する情報、
フォーマット形式

工事番号、工事名
称、作成年月、発
注者名、請負者
名、何枚目/全体
枚数、ウイルス
チェックに関する
情報、フォーマット
形式

工事番号(CORINS
登録番号とする）、
工事名称、作成年
月、発注者名、請
負者名、枚数、ウ
イルスチェックに
関する情報、
フォーマット形式

工事番号（電子納
品保管管理システ
ムに登録する管理
番号）、年度、工事
名、何枚目/全体
枚数、作成年月、
発注者名、受注者
名、ウイルスチェッ
クに関する情報、
フォーマット形式

工事番号（工事管
理項目と同じ14
桁）、工事名称、作
成年月、発注者
名、請負者名、何
枚目/全体枚数、
ウイルスチェックに
関する情報、
フォーマット形式

工事番号、工事名
称、作成年月、発
注者名、請負者
名、何枚目/全体
枚数、ウイルス
チェックに関する
情報、フォーマット
形式、正副区分

工事番号(CORINS
登録番号とする）、
工事名称、作成年
月、発注者名、請負
者名、枚数、ウイル
スチェックに関する
情報、フォーマット
形式

電子納品された
書類でも印刷物を
準備して書類検
査を実施すること
も出来る

協議により効率的検査が
可能と判断される場合
は、可能な限り電子デー
タでの検査を原則とす
る。
最低限「工事写真」は電
子データで。

電子データによる
検査は写真のみ。
図面・帳票類は紙
で検査。

原則電子納品対
象書類は電子
データで確認でき
るように準備して
おくこと

電子データのプリ
ントアウトによる書
類検査（電子デー
タと出力結果が一
致していることを
確認）

記述なし

納品対象外

納品対象外

最終納品時に上
記形式に変換。
オリジナル形式を
原則とし、ＰＤＦは
やむをえないもの
のみ

提出時の
ファイル形
式

ラベル記載内容

検査時の対応（対象書類）

作成ソフト

オリジナル／
イメージデータ

オリジナル／
イメージデータ

記述なし

監督員と協議の
上決定

監督員と協議の
上決定
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比較項目 納品要領（案）

電子化書類と紙との混乱
を避けるために、検査対
象書類一覧表を作成。

パソコンは受注者
が使い慣れたもの
を用意するのが望
ましい。写真以外
の書類については
社内検査等で使
用したものを活用
してよい。

書類上、印刷物で
ないと格段に検査
効率が低下するも
のについては発注
者で準備するか受
注者が社内検査
等で使用したもの
を活用

機器は事前協議
の上発注者が準
備

市販のものを使用市販のものを使用 記述なし

原則、発注者で用
意（受注者が使い
慣れたパソコンを
要望するなどした
場合は受注者側
で用意することも
可）

事前協議の上発
注者が準備。納品
媒体に組み込める
場合は利用可

原則として受注者
検索・表示等の補助的動
作は受注者

記述はないがパソ
コンは受注者が用
意するのが望まし
いとなっているの
で受注者が操作
すると思われる。

原則として受注者

検索・表示等の補
助的動作は受注
者。受注者は内容
や操作、機能を熟
知するものを補助
捜査員として配置
しても良い。

共通仮設費率で 記述なし 記述なし 記述なし 記述なし

検査時の対応（操作者）

積算上の考え方

検査時の対応（閲覧ソフト）

検査時の対応（事前準備）


